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I. 見えにくさ， とらえにくさのある肢体不自由児に対する小 3算数「図形」の指導
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ら， また彼を夢に見たくて夢をたよりにしているよ」
⑩「すごく恋しいときは夜の衣（夜に着る物・パジャマ）
を返して着るよ」「亡くなった恋人を恋しく思うときは，
喪服を裏返して着る。そうすると恋人が生き返る」
直：説明文④を読む
i生徒たちの解釈I
⑧「夢に出てきたということはあなたは私のことを好
きなのね！ それならもっとずっと一緒にいたかった」
【ラブレターにこめられたメッセージ（意図）】
「現実には一緒にいられないけれど， もうひとつの現実
（夢）の中では一緒にいましょうね」
⑨「うたた寝をしているときに，好きな人が夢にでて
きたから，彼が私のことを好きだとわかったよ（嬉し
い）」・「あの夢（を見てわかったこと＝私を好きで来て
くれたこと）を信じています」
【ラブレターにこめられたメッセージ（意図）］
「夢だけじゃなくて現実にも会いに来てね」
⑩「（本当は現実で会いたいけれど会えないから）せめ
て夢の中で会えるようにおまじないをします」・「夢の
中で会いに来る＝私を好き，の意味だから，夢で会うた
めのおまじないじゃなくて，好きになってもらうおまじ
ないじゃないの？」
【ラブレターにこめられたメッセージ（意図）】
「（夢の中で会いにくるほど）私を好きになってね」
(6)結果と評価
授業は全8回であったが，前項であげた手立てが有効
にはたらき，生徒たちは必要な情報を選択的に収集しな
がら，和歌を解釈することができた。とくに，和歌の解
釈を事前に予想し，必要な情報（問）「なぜ夜の衣を返
して着るのか」をプリントに書き込むことにより，説明
文の要旨や不要な例にひきずられることなく，必要な情
報だけを素早く選択することができた。また，全ての発
言をパワーポイントに打ち込み，つねにスクリーンに提
示したことにより，自分の発言を推敲できただけでなく，
不明な点を生徒同士が質問・推敲しあうことでより理解
を深め合うことができた。
5 まとめ
本実践は，「古典」の学習を，国語科で身に着けるこ
とが求められている力の習得に「役に立」てるという試
みであった。しかし，実践を通じて最も強く感じたのは，
教材としての「古典」の凄みともいえる力であった。全
授業を通じて生徒たちの関心は極めて高く，様々な資料
から積極的に情報を得ようとし，豊かな物語を紡ぎ出し
ていた。生徒たちは，「古典」はおもしろいから好きだ
と言い， もっといろいろな「古典」を読みたいと言った。
これはまさに，「古典」を学ぶ本来の目的である，「生涯
にわたって古典に親しむ態度」の土台になるものであろ
う。「役に立つ」「古典」をしながら，本来の目的を達成
することができたのであれば一見遠回りのようにも見
える実践にも意味があったのではないだろうか。
もちろん，当該学年の学習が難しい生徒にとって． よ
り「生活」に即応した，優先度の高い指導内容があるの
ではないか という懸念は残る。しかし．「生活」とい
う言葉は，一方で「生活」にすぐに「役立つ」国語に対
する要求も意味するが，他方，生徒の卒後を見据えた時
にはもう一つの重要な意味をもってくる。
学習の達成度にかかわらず，生徒たちの生活年齢は上
がり，テレビやインターネットなどの情報機器や，外出
などの経験を通じて，社会の中で「古典」のような教養
に出会う可能性も増えていく。学習内容は精選されても，
生活が精選されることはないが，学習内容が精選された
ことにより， どこかで「古典」に出会っても．「わから
ないもの」としてなかったことにされてしまう可能性は
高い。全く知らない状態から，手助けなしに親しむには，
「古典」はやはりハードルの高い文学である。いつかの
出会いのために興味の間口を広げておくことの意味は少
なくない。
また，「古典」を学ぶことにより，「古典」世界のイメ
ージを持ち．昔の人はこんなことを考えていた．同じ景
色をこんな風に見ていた，そしてこんな言葉を残した
……，たとえ断片的であっても．そのような視点を獲得
することは，知ること•読むことの方法と楽しさを教え
ることとあわせて，卒後の生徒たちの日々の「生活」を
豊かにすることではないだろうか。
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